
わ
ら
ぞ
う
り
は
少
し
難
し
そ
う
で
す 

おじいさんと一緒に工作 

市民
ギャラリー

 牧心書道 
サークル作品展 

　
牧
心
と
は
、「
字
を
書
く
こ

と
に
よ
っ
て
、心
を
養
う
と
い

う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。無

心
に
な
っ
て
、紙
に
向
か
い
筆

を
運
ぶ
。そ
こ
に
は
日
本
人
が

忘
れ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
文
化
が
あ
り

ま
す
。 

　
牧
心
書
道
サ
ー
ク
ル
は
、服
部
敦
三
先

生
指
導
の
も
と
会
員
６
人
で
第
２
・
３
・
４

の
水
曜
日
の
午
後
８
時
か
ら
10
時
ま
で

清
和
会
館
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
書
道
は
初
心
者
に
も
初
め
や
す
く
、

時
を
忘
れ
て
夢
中
に
な
れ
る
日
本
の
古

き
良
き
文
化
で
す
。
書
道
に
興
味
の
あ

る
方
、一
緒
に
筆
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

　
一
度
、ぜ
ひ
作
品
を
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。 

期 間 
3月1日（水）～3月31日（金） 

場 所 
土山支所１階ロビー 

平日の8時30分～17時15分 

問い合わせ 
土山支所　TEL 66-1101 FAX 66-1564

地域の方々と交流 

ふれあい祭 ふれあい祭 ふれあい祭 

　第2回となる今回も地域から約50人の方々が協力し
てくださり、もちつきや粘土でタヌキ、また牛乳パックで
ペン立てなどを作りました。 
　地域の方々との『ふれあい』を大切にしたいとの思い
から始まったこの「ふれあい祭」、普段とは少し違った形
での授業ですが、作業を教えてもらう児童たちも参加し
た地域の方々も笑顔でいっぱい、この『ふれあい祭』を
通して児童たちも様々なことを学んだのではないでしょ
うか。 

信楽小学校 

粘土でタヌキ作り 

教わりながら 
　牛乳パックで 
　ペン立て作り 

タイムスリップ 

シルバー＆キッズ

ふれあい広場
シルバー＆キッズ

ふれあい広場
　１１日（土）、水口文芸会館で行われたこのイベントには
コマ廻し、あやとり、お手玉など、昔の遊びが体験できると
あって子どもたちが多数集まりました。 
　これは甲賀市シルバー人材センターが主催したもので、
先生役には会員の皆さんが当たりました。子どもの頃良
く遊んだ昔の遊びを子どもたちに教えるとあって、教える
姿は真剣そのもの。昔の
勘を取り戻すには少し時
間がかかったかもしれま
せんね。 
　子どもたちはもちろん、
参加したおじいさん、お
ばあさんも子どもの頃
の顔に戻り、笑顔で一杯
の一日となったようです。 

おじい
さん、おばあさんと一緒に

ぼ
く
し
ん 

協定書に署名する倉田紀康支部長（右） 

　
人
権
擁
護
委
員
の
住
田
行
範
さ
ん
が
平
成
17
年

12
月
31
日
を
も
っ
て
、任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ

ま
し
た
。 

　
住
田
さ
ん
に
は
平
成
2
年
9
月
1
日
か
ら
15
年

3
ヶ
月
の
長
き
に
わ
た
り
、信
楽
地
域
の
人
権
擁
護
、

人
権
啓
発
の
推
進
の
た
め
、様
々
な
場
面
で
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、長
年
の
功
労
を
称
え
法
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
は
お
身
体
を
ご
自
愛
い
た
だ
き
、甲
賀
市
発

展
の
た
め
、お
力
添
え
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
当
に
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

災害時救急応援活動協定書に調印 
　
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
円
滑
な
救
援
活

動
が
行
え
る
よ
う
に
、滋
賀
県
建
設
業
協
会
甲
賀

支
部
と
協
定
を
結
び
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
定
は
、災
害
時
に
道
路
や
河
川
な
ど
の
復

旧
や
、人
名
救
助
、応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
、被
災

住
宅
の
応
急
修
理
等
に
土
木
資
機
材
や
、支
援
な

ど
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に
協
会
に
対
し
て
要
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
調
印
式
で
は
中
嶋
市
長
、甲
賀
支
部
の
倉
田
紀

康
支
部
長
が
協
定
書
に
署
名
、捺
印
し
ま
し
た
。 

　
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
１
１
年
、滋
賀
県
も
琵

琶
湖
西
岸
断
層
帯
が
あ
り
、地
震
が
起
こ
る
可
能

性
が
比
較
的
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。安
心
・

安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、み
ん

な
が一
丸
と
な
っ
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

安心・安全のまちへ 

　甲賀市聴覚障害者協会より、信楽焼きの狸6個を寄贈いただきました。 
　この狸は各支所と福祉事務所の窓口に置き、聴覚障がい者と職員、そして市の専任
手話通訳者を繋ぐ役割をはたしてくれます。 
　狸についている筒の中には『専任手話通訳者を呼んでください』と書かれた紙が入っ
ており、窓口に来られた耳の不自由な市民の方と職員が
スムースにコミュニケーションできるようになっています。 
　手話通訳者を呼んで欲しくても、その前に「聴こえな
い」ことを職員に伝えることが困難なため、不便を感じ
ておられた当事者の皆さんが「少しでも訪れやすくな
れば。」との思いで発案いただきました。 
　この狸の置物は信楽在住の協会会員でもあり、陶芸
家の藤原康造さんが制作され、世界共通の手話「Ｉ ＬＯ
ＶＥ ＹＯＵ」を表現しています。 
　愛嬌ある眼差しで来庁しやすい雰囲気づくりに一役
かってくれることでしょう。 

﹁
た
ぬ
き
ち
ゃ
ん
、

 
手
話
通
訳
者
を 

　
　
　
　
呼
ん
で
き
て
。
」 

住  田  行  範 さん 
（信楽町小川） 

ゆき　   のり すみ   　 だ 

寄贈いただいた信楽焼の狸 

法
務
大
臣
感
謝
状
が 

　
　
　
授
与
さ
れ
ま
し
た 

2006.321


